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	 近年、圧縮センシングと呼ばれる技術が少ない観測から信号源を復元す

る方法として注目されている。特に信号源の情報が疎（スパース）である

ことに基づいて、信号源の次元よりも少ない観測回数でも信号源が再構成

可能であることが知られている。実験時間の短縮は実験環境の準備やコス

トの観点から望ましいし、早く実験を終えて家に帰れることは悪いことで

はない。理論的には信号源のスパース度に関して、再構成可能な観測回数

に閾値が存在することが示されている。すなわち、観測回数が十分多いと

再構成に成功するが、少ないと失敗する確率が多いわけである。ただし、

この理論的予測は信号源のスパース度は事前に知っていることが前提され

ている。一般の実験ではそのような前提は期待できない。そこで、我々は

事前情報なしに観測データの解析をしながら、再構成の成功か失敗かを判

定する手続きを提案し、理想的な設定で理論解析を行った。これは圧縮セ

ンシングを終わるための手続きを与えていると言える。セミナーではその

手続きと応用例を示す。この研究は中西(大野)義典（東大）との共同研究で
ある。 

 
 

 
注：本セミナーは研究者むけですが、集中講義「データ駆動科

学入門」(機械物理系特別講義 II・機械宇宙工学特別講義 I) 

」（詳細別紙）の一部を兼ねています。 
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